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揖斐川町立図書館（いびがわ・谷汲・坂内図書館）
代表連絡先：いびがわ図書館（揖斐川町上南方 27-9）
　　　　　　電話 : 22-0219 ファックス : 22-0999
　　　　　　E-mail : info-tosho@town.ibigawa.lg.jp
インターネットから蔵書検索

（ＰＣ）�https://www.lics-saas.nexs-service.jp/ibigawa/webopac/index.do
（携帯）�https://www.lics-saas.nexs-service.jp/ibigawa/mobile/index.do

※図書の新刊情報は毎週金曜日 19 時頃更新します。
　毎週土曜日 9 時開館と同時に貸し出しを開始します。
いびがわ、谷汲、坂内図書館で所蔵している本は 3館の
どこからでも借りることができます。

図書の寄贈

2月13日（土）

2月20日（土）

2月27日（土）

•ＫＡＰＬＡであそぼ！
　10時～　定員：５組
　13時～　定員：５組

•おはなし会
　10時30分～
•ＫＡＰＬＡであそぼ！
　13時～　定員：５組

•ＫＡＰＬＡであそぼ！
　10時～　定員：５組
　13時～　定員：５組

＊�行事につきましては新型コロナウイルスの
感染拡大防止のため、中止する場合があり
ます。

いびがわ図書館いびがわ図書館  今月の行事今月の行事 いびがわ図書館いびがわ図書館  今月の展示今月の展示
『水野瑞夫先生寄贈図書特別展』 2階特別展示

「日本の古き時代への旅」展
期 間　2月２日（火）～2月28日（日）
会 場　いびがわ図書館２階フロア

「春日の薬草」の著者、元岐阜薬科大学学長で
名誉教授の水野瑞夫先生から揖斐川町に蔵書を
寄贈していただきました。この蔵書の第 2 回の
紹介として「日本の古き時代への旅」展を 2 月
に開催します。正倉院北倉には、756 年に東大
寺に献納されたという 36 種の薬物が現在も保
管されています。平成 8 年に、正倉院主催の「正
倉院薬物フォーラム」が開催され、なぜ東大寺
に鏡や楽器などの宝物とともに多くの薬物が寄
進されたのかが議論されました。

水野先生はシンポジウムの講師として、この
薬物が今も世界各地で使用されている現状をお
話になったそうです。

また万葉集にはたくさんの草木が詠
よ

まれてい
ます。観賞用だけでなく、食用、染料、漢方と
して利用された植物です。今は水田に生える雑
草の「なぎ」をはじめ、多くの植物が天皇に供

く

御
ご

されたことも正倉院の記録に残されています。
正倉院の宝物としての薬物、万葉集の歌に登

場する多くの植物、時代背景を知ることができ
る古事記を中心に水野先生の蔵書を展示します。
来館をお待ちしています。

新いびがわ図書館の開館にあたり平井良孝様から頂きました寄附
金で、歴史・時代小説を中心とした図書を年間通じて、購入させて
いただきました。以前から、ご要望の多かった歴史・時代小説の長

編シリーズや、推理・ミステリー小説など、幅広い世代に人気のある図書です。今回、購入図書の中で
も、たくさんの人に読まれている３シリーズを紹介します。

その他の図書も、ご芳志に添い、多くの利用者に読んでいただけるように努めます。

兄の後を継
いだ気弱な弟
月浦魚之進が、
悪事のにおい
漂う料理屋を
隠密捜査する
痛快捕物控。
おいしそうな
料理の数々も
必見です。

●潜入味見方同心１～２
風野 真知雄 著

妻を殺され
た事で不眠症
になった土久
呂凶四郎。夜
専門の同心と
して夜の街を
巡回する先で
彼が遭遇する
不思議な事件
とは…。

●眠れない凶四郎１～４
風野 真知雄 著

本所亀沢町
にある「おけ
ら長屋」で繰
り広げられる
騒動の日々。
江戸落語さな
がらの笑いと
情緒あふれる
連作時代小
説。明るい気
持ちになれるシリーズです。

●本所おけら長屋１～ 15
畠山 健二 著


